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1,647

費用合計

0.10

人件費

従事者数

人件費

従事者数

0.10

費
用

0

直接経費

00
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一部又は全部委託

実施・運営
方法

パークアリーナ小牧及び南庁舎地下１階の備蓄倉庫、避難場所に指定してある各小中
学校等の備蓄倉庫に非常食を保管する。
非常食の保存期限は5年のため、毎年約8000食を買い替える。
以前は、購入数量に差があったが、今後は毎年の期限切れが数量と購入数量が同一と
なるよう平準化を図っていく。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

大規模災害時、自宅が倒壊し避難所に来た人や帰宅困難者などのために非常食を備
蓄することで災害時の混乱防止を図る。

名称：　　　Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

総合計画
分野別計

画

予算区分 1 5

市民生活

市が直接実施・運営

根拠法令・個別計画

防災

9

名称：

小牧市地域防災計画

4 2

会計区分 一般

平成１２年度以前 平成３０年度以降～事業期間

事業番号

災害用備蓄品購入事業

317

平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》
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受益者負担 内容

事務事業名

0

一般財源

0
財
源

3,736

0

コ
　
　
ス
　
　
ト

3,736

2,183

100.0

2,183

その他財源

1,647

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

0.10

2,183

0

0

担当係

事業類型

防災体制を充実する

一般会計

地域住民組織

536536 536

Ｈ22決算額

3,200

0

2,183

0.00

対前年比

防災課

防災係

担当部

担当課

正職員

その他職員

国・県支出金



単位

目標

実績
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実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

二
次
評
価

判定理由 一次評価のとおり

A 市が実施(現状維持又は充実)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

震災時において、避難した市民への非常食供給ができず、生命生活の保全が困難とな
る。

判定理由

市が実施(現状維持又は充実)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 A

23年度は、東日本大震災被災支援分および賞味期限切れ分の補充を行うため7,846食
を増補購入する。

大規模な震災時に備え、食料等の備蓄の継続は行わなければならない。

飲料水の備蓄（１本１．５㍑）
(単年度）

非常食の備蓄（単年度）

事業目的の
達成状況

人口の１割を避難者数と見込み、１日３食45,000食を指標とし、消費期限を勘案して購
入する。指名競争入札により信頼性の高い業者による安価な価格で購入を行った。ま
た、東日本大震災においては被災地域への物資支援として、非常食の備蓄49,258食か
ら12,318食を提供したため、36,940食となった。

45,000
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（累計）
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